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見
川
城

　
～
防
御
特
化
型
の
城
～

住所／水戸市見川3丁目

N

見川小

寺院

スーパー
ファミリー
レストラン

桜
川

見川城跡 好文橋

至河
和田町

至大工町水戸岩間線

は
小
さ
な
部
類
で
す
。
と
こ
ろ
が
中
に
入
る
と
、
高
さ
約
３
ｍ

の
土
塁
が
本
丸
を
取
り
囲
み
、
南
側
に
は
二
重
の
堀
が
め
ぐ
る

な
ど
、
大
き
な
遺
構
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
本
丸
へ
の
入
口（
虎こ

ぐ
ち口

）

も
細
く
折
れ
曲
が
っ
て
い
て
、
大
人
数
で
攻
め
入
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
こ
う
し
た
技
巧
を
凝
ら
し
た
構
造（
縄な
わ
ば
り張

）は
戦
国
時

代
の
城
の
特
徴
で
、
見
川
城
は
居
住
性
を
低
く
し
て
防
御
機
能

の
強
化
に
特
化
し
た
、
軍
事
的
性
格
の
強
い
城
だ
と
理
解
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
見
川
城
は
敵
地
に
接
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ

防
御
特
化
型
の
城
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
天
正
18（
１
５

９
０
）年
、
水
戸
城
は
佐
竹
氏
の
攻
撃
で
落
城
、
江
戸
氏
は
滅

亡
し
ま
す
が
、
見
川
城
も
佐
竹
氏
の
脅
威
に
備
え
改
変
し
た
と

い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
戦
争
に
備
え
た
見
川
城

で
し
た
が
、
同
年
の
佐
竹
氏
の
攻
撃
に
よ
り
、
見
川
城
ほ
か
春

秋
氏
が
治
め
て
い
た
城
は
次
々
と
落
城
し
、
一
族
の
多
く
が
滅

亡
し
ま
し
た
。
な
お
、
春
秋
兵
庫
助
の
み
は
江
戸
重し
げ
み
ち通

の
子
と

と
も
に
、
徳
川
家
康
の
次
男
で
初
代
福
井
藩
主
と
な
っ
た
松
平

（
結
城
）秀
康
の
家
臣
と
な
り
、
一
族
の
命め
い
み
ゃ
く脈を
保
ち
ま
し
た
。

　
廃
城
し
た
城
は
、
そ
の
後
の
改
変
で
遺
構
が
失
わ
れ
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
見
川
城
の
遺
構
は
市
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
保
存
状
態
が
良
く
、
戦
国
時
代
末
期
の
縄
張
を
今
に
と
ど
め

る
貴
重
な
城
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
文
化
財
課　
関
口
慶
久

　

見
川
城
は
、
江
戸
氏
の
重
臣
・
春は
る
あ
き秋

石い
わ
み
の
か
み

見
守
の
城
で
す
。

　
最
初
に
江
戸
氏
と
春
秋
氏
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
連
載
で
た
び
た
び
登
場
す
る
江
戸
氏
は
、
南
北
朝
時
代
後
半

か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
中
世
の
水
戸
地
方
を
支
配
し
た
武

士
団
で
す
。
居
城
で
あ
る
水
戸
城
を
中
心
に
、
一
時
は
現
在
の

水
戸
市
・
大
洗
町
・
ひ
た
ち
な
か
市
・
茨
城
町
の
大
部
分
と
、

笠
間
市
・
那
珂
市
・
小
美
玉
市
・
鉾
田
市
の
一
部
を
所
領
と
し
、

中
世
の
常
陸
で
も
屈
指
の
勢
力
を
有
し
ま
し
た
。

　
広
大
な
江
戸
氏
の
領
域
に
は
、
た
く
さ
ん
の
城
が
存
在
し
、

そ
の
数
は
確
認
で
き
る
だ
け
で
84
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
城

の
多
く
に
は
江
戸
氏
の
家
臣
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

家
臣
の
中
で
も
重
用
さ
れ
た
の
が
、
春
秋
氏
一
族
で
す
。
春
秋

氏
は
、
も
と
は
旧
鹿
島
郡
春
秋
村（
現
在
の
鹿
嶋
市
和か
ず

）を
治
め

る
土
豪
で
し
た
。
江
戸
氏
が
水
戸
地
域
に
進
出
す
る
頃
に
は
江

戸
氏
に
仕
え
、
重
臣
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
河
和
田
城
に
春
秋

尾お
わ
り
の
か
み

張
守
、
長
者
山
城
に
春
秋
駿す

る
が
の
か
み

河
守
、
田
谷
に
春
秋
兵ひ

ょ
う
ご
の
す
け

庫
助
、

そ
し
て
見
川
城
に
春
秋
石
見
守
が
城
主
と
な
る
な
ど
、
一
族
は

江
戸
領
内
の
中
核
的
な
城
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
数
あ
る
春
秋
氏
の
城
の
中
で
も
、
最
も
水
戸
城
に
近

い
の
が
見
川
城
で
す
。
両
城
の
直
線
距
離
は
わ
ず
か
3.7
㎞
。
偕

楽
園
公
園
沿
い
の
台
地
上
に
あ
り
、
江
戸
領
内
の
主
要
河
川

だ
っ
た
桜
川
を
押
さ
え
る
形
で
立
地
し
て
い
ま
す
。

　
規
模
は
南
北
約
１
８
０
ｍ
、
東
西
約
２
１
０
ｍ
。
城
と
し
て

其の九其の九

▲見川城　
　南西から撮影。林の中に土塁や堀が良好
に残っています。城の奥が偕楽園公園。そ
の先に水戸城が見えます。

好文亭（偕楽園本園） 水戸城
桜川（偕楽園公園四季の原）

50m

  N

見川城見川城

◀見川城縄張図
　作図：青木義一（『図説茨城の城郭』）
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